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コンセールギャザー（島田市）
▼8月21日、島田市川根文化センターチャリム21で開催された「第10回自由演奏
会in川根」。楽器の種類、技術力、年齢も不問「演奏者が楽しむ演奏会」に約100
人が県内外から集まった。主催する「コンセールギャザー」は、10歳代から70歳
代までの年齢層で構成される吹奏楽団。地域行事での演奏の他、毎年11月には
地元の中学、高校の吹奏楽部、音楽部と合同で「オータムブリーズコンサート」を
開催している。「部活動の地域移行の際には、受け皿になれたら」と高橋代表。愛
好者が集まるだけでなく、地域の音楽活動を支える役割も担っていく。
◇代表：高橋琢也さん（問合せ・090-7307-7135）  【情報提供・村松遼太郎】
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「住んでよし、訪れてよし」八岳の里づくり（伊౾ࢢ）
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同じだけど違う？地域資源の活用に挑む

「住んでよし、訪れてよし」八岳の里づくり

修善寺駅から伊東へ続く県道12号を車で10分ほど走

り、狩野川支流、大見川沿いに広がる里山の田園風景を

見ながら一本道を進んだ先にある八岳地域。『“住んでよ

し、訪れてよし”の八岳の里づくり』をモットーに活動し

ている八岳地域づくり協議会の青田さん、山下さん、三

枝さんからコロナ禍で開催した映画祭のお話を中心に伺

いました。

住民みんなが協議会の会員です

平成28年11月に「八岳地域づくり協議会」が発足しま

した。会員は8つの自治会からなる約500世帯の地域住

民です。役員26名が核となり、自治会を越えて交流の場

づくり、住民の利便性の向上、来訪者を増やす工夫、情

報発信等に取り組んでいます。協議会発足前から1番の

課題として12年前に廃校になった小学校の存在がありま

した。

八岳地域づくり協議会
やつおか

伊豆市
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旧八岳小学校を地域の交流の場に！

老朽化が進んだ校舎は借り手がつかず、放置され雑草

に覆われた校庭には誰も近寄らない場所になっていまし

た。協議会で「もう一度住民が集まりたくなる場所に蘇

らせ、放置されている校舎をどうするか住民皆で考えた

い」と草刈りを始め、日常的に「集まりたくなる場所」に

するため、令和2年度に校庭の芝生化を提案。見事な芝

生の校庭に生まれ変わると、子どもや大人が遊びや散歩

の場として利用するようになりました。

コロナ禍転じて「ドライビングシアター形式」

コロナ禍でイベントは中止となり、人手がなくても人が

集まれる仕掛けはないかと三枝さんが思いついたのがド

ライビングシアター形式の映画祭。校舎をスクリーン代

わりに活用し、乗車したまま観賞するので、車の中で全て

が完結、ゴミも持って帰ってくれるという思わぬ利点も。

昨年11月の開催では、65台の車、来場者300人と地域外

からも多くの来場がありました。フードトラック14台が

出店し、映画鑑賞だけでなく、老若男女が集い楽しんで

いる光景を実現できました。コロナ禍にぴったりな発想

に「お見事！」の感動と同時に、携わった皆さんの掌中に

は、挑戦する醍醐味もあると感じました。

今年は10月1日に開催しますが、校舎は2年後に解体す

る予定で、映画祭もそれとともに終了です。しかし、全面

芝生化により生まれ変わった校庭は「住民が集まりたく

なる」には変わりありません。「同じ場所で新しいことを

したい」と話す三枝さん。どんな企画を繰り出すのか楽

しみです。

“同じが違う”って面白い

現在、交流人口を増やすべく地域の皆さんに親しまれ

てきた萬城の滝に新たなコンセプトを加え「萬城の滝周

辺整備事業」の企画書作りに奮闘中。「同じ校庭だが芝

生化したことで住民が集う場所になったように今あるも

のをどう活かすのか。同じだけど違うって面白いと思う」

と青田会長。

取材後、隣の校庭から子どもたちの元気な声が聞こえ

てきます。見に行くと小学生が草野球をしてました。「芝

生は気持ちいいよ」と話す子どもたち。「芝生だからこそ

遊びに来てくれる」と山下さん。見つめる眼差しは穏や

かで優しく使ってくれることが何より嬉しいことが伝わっ

てきました。

お話を伺い、時代の変化を認めつつも、地域のあるが

ままを受止める姿勢や先人への敬意、地域への愛着を持

つことの大切さを改めて考えました。活動は始まったば

かり、楽しいことは住民と一緒に体験しようと進む意気

込み、やりきる覚悟、個性豊かな発想が上積みされて同じ

（八岳）だけど（以前とは）違う新しい八岳地域に変化し

ていくでしょう。『“住んでよし、訪れてよし”の八岳の里

づくり』につながることを期待してます。

Լ͞ΜࢁΜɺ͞ࢬࡾΒɿ੨田͞Μɺ͔ࠨ

өըࡇͰ校ࣷにө͠ग़͞れる୅ද レポートɾւ໺;͞子  編集委員

◇代表：青田守弘さん
（問合せ・080-3629-6768）

【情報提供・伊藤 博】
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竈区民の憩いの場「もちやまの里」
かまど

▼竈区内には「もちやまの里」と呼ばれている自然豊かな場所がある。芝生の広が
る広い敷地には池や林があり、子どもたちは自由に遊べ、年々訪れる人が増え
ている。

▼この里を整備している「竈まちづくり推進協議会」は、平成30年に環境保全、自
然保護を通じ、教育への活用を図り区民の憩いの場にしようと発足。有志から
なる団体で30代～80代の47人が活躍している。

「もちやまの里」は私有地。地主さんの協力のもと協議会が管理・整備し、訪れ
た人に「里」について説明も行っている。私有地なので活動の制約が無く、コロ
ナ禍では行き場を失った子どもたちの居場所になっていた。休耕田で作った野
菜を子ども食堂へ提供したり、ブラックベリーを栽培しジャムとして販売するこ
とで財源の確保にも努めている。

▼「夏場の草刈りは本当に大変」と榑林代表。元気な高齢会員が多いが、若い人を
取り込むことは協議会の課題である。活動を知ってもらうため昨年6月に
YouTube動画（もちやまの里チャンネル）の配信を始めた。

◇代表：榑林 博さん（問合せ・090-2182-8950）  【情報提供・勝又長生】

伽·ͪͮ Γ͘
ਪਐٞڠձ

΋ͪ΍·のཬͮ Γ͘にྭΉ஥ؒͨͪ
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ボランティアで“仲間の輪・和”を広げよう！
▼葛ケ丘地区は昭和50年頃に住宅地として誕生し、現在620世帯が暮らしてい

る。高齢化率が50％近いことから、日常的なちょっとした困りごとに住民同士
で助け合う「お助け事業」を部会の健康福祉部が主となり、令和3年秋から本格
的に始めた。利用料金無し、対象は80歳以上の独居宅だが、状況によって支援
に駆けつけている。

▼事前アンケートでは15件程利用希望があったが、開始してみると慎み深い住
民が多いのか、実施したのは庭の手入れ2件。そこでPRのマグネットシートを
対象者に配布したところ今年は8月の時点で、草刈りや庭の剪定とゴミ出しを
主に、15回出動した。

▼ボランティア35人は7：3で男性が多く、平均年齢75歳。若い人の参加は早急の
課題である。

▼この事業が始まったことで、ボランティア側の交流機会にもなっている。同年代
の多い地区のため、退職後これを機に顔見知りとなり、仲間の輪・和が広がって
きている。多くの住民が知り合い、助け合いの輪が広がっていくまちを目指して
いく。

◇代表：大野千比路さん（問合せ：090-1624-3297）  【情報提供・加藤和男】

ᷤέٰ஍۠·ͪͮ Γٞ͘ڠձ
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親子で汗を流そう!～地元中学生と共に37年～
▼大河ドラマ「鎌倉殿の13人」の重鎮、梶原景時の終焉の地と伝えられる梶原山

公園は、静岡市市街地が180度見渡せる景観スポット。その公園の清掃活動を
行っている「瀬名梶原会」は、会員81人の地域住民からなる団体で、年に4回の
清掃活動の他、景時を顕彰する全国の団体との交流活動を行っている。

▼きっかけは昭和59年。岸会長が参加していた青少年健全育成会の会議で「梶
原山に広場がない」それなら「親子で汗を流そう!」と西奈中学生と共に草刈り
やゴミ拾い、ハイキングコースの道標づくりが始まった。平成10年、市の公園と
して整備されることを機に、地域の賛同者の協力を得て「瀬名梶原会」を発足し
今に至っている。

▼「親子で汗を流す」という目標は、親が子どもに道具の使い方や作業を教えると
いう発想が前提でスタートしたが「最近はまず大人に鎌の使い方を教えなきゃ
ならない」と笑う岸会長。大河ドラマの影響でこれまでにない盛り上がりを感じ
ている今、景時ゆかりの地のマップや善行エピソードを集めたチラシの作成な
どにも奮闘している。

◇代表：岸 忍さん（問合せ・054-261-7867） 【情報提供・瀧 昌光】
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夏休み体験学習 おいしいお菓子作り
▼去る7月31日、菊川市横地地区センターにて「夏休み体験教室」が開催された。

市内に本社・工場のある製菓会社の菓子職人が講師を務め、クッキーの表面に
絵を描くアイシングクッキーとスポンジを使ったカップケーキ作り体験を行っ
た。

▼小学1～6年生までの男子6人、女子15人がお菓子作りをやってみたいと集まっ
た。コロナ禍により２年間中止となった夏休み体験教室が再開した時は「凄い
楽しみにしていたので再開して嬉しい」と子どもたち。再開を心待ちにするあま
り、地区センターに「今年は開催するの？」と聞きに来た子もいた。

▼平成20年、地域住民に生涯学習を推進することを目的に発足。子ども向け生涯
学習は、飯盒炊爨や防災体験など20年以上前から実施している。津川委員長
は「子どもに対する生涯学習は継続することが大事。喜んでくれる姿を見ると、
また頑張ろうという気持ちになる」と話した。

◇委員長：津川広徳さん（問合せ・0537-35-3352（横地地区センター））
  【情報提供・塩澤恵美】
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ぷらっとぶらっとふらっと来て！ぷぶふの日
▼森町の北部中山間地にある天方・三倉地区で、7月2日3日に3年ぶりの「ぷぶふ

の日」が開催された。地区内の神社やお寺、地元参加者の家（店）や工房等の個
人・グループが交流の場を提供し、創作品・生産品の紹介や販売をするオープ
ンハウスイベントで、田舎巡りを楽しみにしているリピーターも多い。

▼開催範囲が広域であることから、出店参加の家（店）の前には、のぼりが立って
いる。ドライブやサイクリングで周りながら、交流を楽しんでもらうのが特徴で、
1軒につき平均6、70人が訪れる。中村町内会では総出で参加出店し、住民同士
の交流の場にもなっている。今回は、町の定住推進課による「空き家見学ツ
アー」も同時に行った。

▼主催する「森町ツーリズム研究会」は、天方地区を拠点に地域振興に取り組む
町民有志と行政からなる団体。移住定住支援や農産物のブランド化にも取り
組んでいる。今年で10年目を迎え、出店者も高齢化し減少傾向。継続するため
に出身者や他地区の人にも協力してもらう方法はないかと模索している。

◇代表：吉筋恵治さん（問合せ・090-5115-7838）  【情報提供・山田勝惠】
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� ҏ౦市 ৽しい「アーτを࣠としたσδλルۀ࢈
舎活༻ʙߍのดޙฤ࠶ߍߴ఺」΁ʙڌ

ҏ౾ߴ原まちͮくり࿈བྷ会
ʢ४උ会ʣ

ഇߍとなる৓έ崎෼ߍのߍ舎・උ඼等を活͔しアーτ発信と地域
。૑出等にͭなげる༺ޏ、ྲྀަ ࢠ藤Έͭࠤ

� প௡市 ୈ̎回ऩ֭ࡇʢ4%(4 ଓՄೳ࣋
な೶࡞෺ͮくりʣ体験ֶश コϛͶっと大ฏ ಓの੔උ、றं৔ࢁొ、地をआりて、もちถͮくりやՖͮくりߞٳ

の੔උなͲຖ年活動している。地域のイϕンτにもࢀՃしている。 ࣨ෬఩உ

� വೆ町 ̏年ͿりのゴϛεテーγϣンΫリ
ーン࡞ઓ μイϠランド区ຽの会ڥ؀ඒԽ 住ຽҰ人Ұ人のゴϛ集ੵ৔にରするҙࣝをߴめる。ルールをकっ

てゴϛ出しをする。 ඒܙඌދ

� ੄໺市 ઍ෱がٰアーτサロン ઍ෱がٰアーτサロン 地域のจԽと෱ࢱにݙߩしようと、ࣗ୐の�֊をサロン、�֊を
Ϊϟラリーとして։์している。 ߂田஧ࢤ

� ౡ田市 田舎暮らしを川根ຊ町͔ら発信する
インλーωοτラδΦ 田舎のラδΦ「やんばい'.」 地ํの魅力͸「ͦこに住Ή人にある」と͑ߟ、Ұ人ひとりが発信

ऀになれる৔所を࡞る。 ଜদྒྷଠ࿠

6 ֻ川市 ஥ؒとؾݩにグラウンドゴルフ
ॵいっけな ෱ण会グラウンドゴルフ をしているํたち等のަྲྀとӡ動を݉ࣄ࢓をୀ৬したํ、ാࣄ࢓

Ͷて、৺も体もؾݩに！ ҆藤ϛΤ

7 ൬田市 ๛ౡ「Έんなの೶Ԃ」 ൬田市๛ౡ࣏ࣗ会 住ຽのコϛϡχティの৔࡞りと਌ກをਂめ、ߋに݈߁をอちߞٳ
地を༗ޮ活༻する。 ҆෦ӵ࢘
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ାҪ市のଠ田川Ԋいに広がる今Ҫ地区（約1600世帯）
で活動を行っている「今Ҫ༮・小Ԡ援する会」。今、֤ 地で
進められているコミϡχティスクールのઌ駆けではない
か？行政からの支援もなくどう学ߍとܨがれたのか？私
自身も吉田町で子どもたちを育む活動をしている事から
興ຯをऒかれ、取ࡐઌの今Ҫコミϡχティセンターを訪
Ͷました。

地域で応援する
平成26年、夏のॵい中草取りをする༮ஓ園のઌ生の姿

を見た会長が「Կかできることはないか」とこの会の立ち
上͛をܾҙし、自ら༮ஓ園・小学ߍの໳をたたきました。

施ઃの環境美化やՖஃや菜園の管理、ొ Լߍの見कり
等を会員にて行い、༮・小のઌ生には教育にઐ೦してもら
う環境を整えました。同ڃ生を中心に੠をかけて始まっ
た活動も9年目を迎え、現在、49人のアクティブシχアが
得ҙなٕज़や知ࣝを活かして活躍しています。

月1回、会の໾員と༮ஓ園園長、小学ߍߍ長、教಄が
ଗってଧち合Θせをし、作物を育てることの大変さとऩ֭
の喜ͼの体験、ଠ田川の清掃活動やஓ҂の์流を行い、
地域の大人との交流や໋の大੾さを教えています。令和
̏年度の活動は༮小合Θせて40件で、コロナ禍により中
止になったのは流しそうめんの1件。԰֎とはいえ、子ど
もたちとの活動がݫしいコロナ禍で実施できているのは、
ઌ生方との信པؔ܎のްさを感じずにはいられません。

喜びを力にして
やりがいや喜ͼを࢕うと、ٱ野さんは「草刈りをしてき

れいになると子どもたちも喜んでくれる」今川さんは「օ、

自෼のଙの༷にࢥう、名前で呼ぶ間ฑになった」∁௩さん
は「学ߍとܨがりができ、感ँされ嬉しい」とօさん目じり
がԼがったお顔で話します。小学ߍのଔ業ࣜで「ক来、Ԡ
援する会に入りたい」とݴってくれた子がいたそうで、Ԟ
೭山会長は「いずれ自෼もҰॹに活動したいとݴう子ど
もが増えてཉしい」と目をًかせていました。

４つのピースが作る和
「この地域の自ຫの団体です」と自治会࿈合会長の金

原さん。草刈りでの೩料代は学ߍが持ってくれるとはい
え、自ݾ財源（年会අ1000ԁ）のみでのӡӦや活動の多
さはなかなかマネできません。

༮ஓ園・小学ߍ・コミϡχティセンターがྡり合ってݐ
ち、活動のࠜ源になっている事、園47ࣇ人・小学生214人
でコミϡχケーシϣンが取りやすい人਺である事、子ども
やઌ生のҝに活動したいという地元をѪする行動力のあ
る仲間がいる事、そしてԿよりत業中に草刈りのԻが聞こ
えても、その姿を子どもたちに見せたいという学ߍの理ղ
がある事。この̐つのピースがおޓいのܗを大੾にしなが
ら和を作りあ͛ていると感じました。

恵まれた環境を活かし、子どもたちのڷ౔Ѫのৢ成と
地域ݙߩという自ݾ実現の場としてߋなる活躍をظ待し
ます。

◇代表：Ԟ೭山 ོさん（問合せ・0538-48-7172）
【情報提供：ๆ 野 ༐】

ʣࢢҪ༮ɾখԠԉ͢Δ会ʢାҪࠓ

幼稚園・小学校を応援するコミュニティ

レポート：市川賴子  編集委員

   

   

 
 

  

   

   

児童と一緒に
花の植え付け
児童と一緒に
花の植え付け

ミシン学習の支援ミシン学習の支援

学校の横を
流れる太田川。
幼・小一緒に
稚鮎の放流

団体の継続に着目し紹介します。
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常務のつ・ぶ・や・き

  

令和4年度のコミュニティ育成事業は、13団体を指定しました。
それͧれの地域でコミϡχティの活動をさらなるඈ躍をظ待します。10月から12月にかけて訪問指ಋを行います。

行動制ݶが無かった今年の夏、出ֻけないことが最大の防ޚと知りつつも、ٱしぶりのඇ日常の༠࿭に駆
られ、3年振りのイベントや౎会のࡶ౿に足を౿み入れてみた。

しかし、日々伝Θるୈ7೾の৽ن感છ者਺にڻዼし、ҿ食の場でマスクを֎して大੠で会話する人がいれ
ば、੮Ұつ෼でもԕくにずれたりઔ子でઞいだりと身につけた防Ӵ本ೳはϑルՔಇで、コロナ前の楽しさには
程ԕいものだった。

これからの行楽シーズン、ݝ民ׂや地域クーポンなど༠࿭は多い。コロナ対ࡦの出ޱがࡁܦとの྆立だとすれば、特ޮༀ
が市販されるまで気のൈけない日々が続くが、ສがҰの時に୭でもҩྍにアクセスできる道だけは公で確保しておいて΄
しい。自ݾ੹೚ではยづけられない。

この冊子は、県内各地で委嘱のお願いをした情報通信員に地域活動の情報を提供していただいており、本年度は26
市町30人の皆さんに活躍していただきます。

コミュニティしずおかの立役者！情報通信員を紹介しま～す（後編）

藤枝市

手島克訓 さん
藤枝の「田舎暮らし体験」を
提供しています。

島田市

村松遼太郎 さん
移住して7年！川根に関わり
ながらフリーのカメラマン
やってます。

島田市

池田 弘 さん
趣味の館Audio House＆
被災時避難所を設置しまし
た。

川根本町

山下光貴 さん
地域おこし協力隊です。観
光の発展を目指して活動中！

吉田町

吉永優子 さん
コロナ禍でも楽しい話題を
お届けします。

牧之原市

鈴木一行 さん
風光明媚な牧之原市の活動
が届けられるよう頑張りま
す！

掛川市

加藤和男 さん
「ひと・ほんの庭 にこっと」に
ある大型天体望遠鏡で星を
見る講師。

掛川市

安藤ミエ さん
手芸、観光ボランティア、グ
ラウンドゴルフ等楽しんで
います。

袋井市

峰野 勇 さん
袋井のすばらしい活動を発
掘、紹介していきます。

磐田市

安部詠司 さん
地域で地区長、66歳まだ会
社勤めしています。

御前崎市

齋藤佳子 さん
御前崎の海と楽しい人たち
が大好きです。ぜひ御前崎
に遊びにいらしてください。

菊川市

塩澤恵美 さん
菊川市の魅力あふれる団体
をご紹介します！

森町

山田勝恵 さん
森町をぐるぐるグルグル
回って情報を集め発信！楽し
いです。

浜松市

佐藤勝彦 さん
小さな活動を拾い上げ表に
出てない団体を紹介してゆ
きたい。

湖西市

菅沼泰久 さん
湖西にゴーサイン！！

■下田市 山里会

■沼津市 愛鷹ローカルマーケット実行委員会

■裾野市 「ふれあい子どもカレー食堂」の会

■小山町 明倫地域まちづくり推進協議会

■静岡市清水区 ＮＰＯ法人 ヒト・マチ・プロジェクト

■静岡市清水区 特定非営利活動法人 ＮＰＯサポート・しみず

■焼津市 ちいさなとしょかん 家庭文庫 もりのいえ

■袋井市 浅羽・笠原まちづくり協議会 生活支援ネットワーク

■磐田市 東新町サポートボランティアの会

■磐田市 豊島みんなの農園

■菊川市 エアーピックス（AirPICS）

■浜松市中区 イズミウルトラキッズラボ

■浜松市西区 ＮＰＯ法人 わたぼうしグランドデザイン
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地域情報をおͤدԼさい！地域情報をおͤدԼさい！੩Ԭ県ίミϡχςΟͮ͘りਪਐٞڠձ
ʲ5&-  r������������ ʲ'A9  r���������6�� ʲ63-  rIUUQ���XXX�si[DoN�KQ ʲ&�NBiM sri[uDoN����!Qo�BDSoss�oS�KQ

�˟������6 ੩Ԭ市Ѯ区ॣ෎町�ʵ7� ૯߹社会෱ࢱ会館�֊

˔中෦支෦
̍̌月̎̕日（౔）
̍̌時ʙ̍̑時
会場ɿ٢田ொ中ԝެ民ؗ

˔੢෦支෦
̍̍月̍̕日（౔）
̍̌時ʙ̍̐時̏̌分
会場ɿାҪࢢϝロープラβ

対 象

˒ίϛϡχςΟͮ͘Γͷૅجɺ࿩͠߹͍ͷํ࢓Λ
ֶΜͰΈ·ͤΜ͔

˒ίϛΧϨΞϑλʔݚमձˍ౦෦ϦʔσΟϯά։࠵ʂ

ྩ࿨̐೥౓ ίϛϡχςΟΧϨοδ
コミュニティづくりに興味のある方

募集人数 ４0人（先着順）

日 時

ʙ地域΁ͷތΓͱѪணΛৢ੒͠
地域ৼڵͱίϛϡχςΟͷ活ੑԽΛਤΔʙ

10 月 22日（土）13時～ 16時 30分
会 場 沼津市原地区センター

対 象 コミカレ修了者等 参加費 無料

県಺֤地でまちづくり、地域づくりに活༂するํをࢣߨにܴえました。
̏日໨は、県಺で活༂する̏ஂ体へ訪໰ݚ修、̐日໨は企画書づくりとॆ
実した಺༰になっております。
�加Մೳ（10�15、10�2ࢀ.00;˞ のみ）ࢀ加৚݅あり。

コミϡχςΟづくりを௨じて५いと活ྗある地域づくりに౒ྗしている地
域の皆さんの活動をื集します。
Ԡืのର৅と৚݅についてはϗーϜϖーδを͝ཡになるかお໰い߹わせく
ださい。
優ल賞ʜʜ賞ঢ়と෭賞 3ສԁ
優ྑ賞ʜʜ賞ঢ়と෭賞 1ສԁ
঑ྭ賞ʜʜ賞ঢ়

発දɿ令和 4年 12月ॳ०

˒ίϛϡχςΟ活動৆ืूதʂʂ

ืूします

応募の締切
令和４年
10月末日

˞お໰い߹Θͤ、おਃしࠐΈは౰ٞڠձ΁

  

 

 

申込二次元コード

申込二次元コード

10：00～12：15 13：00～15：00 会場

1 10/15
土

ఞஊ

「今、そして次の
一歩を考える」

川口良子 氏
合同会社デザイン・アープ代表

アイεϒϨイΫ・講ٛ

「私が変わる、
地域が変わるコミュニティ」

平田 厚 氏
静岡福祉文化実践研究所長

静岡市民
文化会館
B展示室

2 10/29
土

10：00～12：00 13：00～15：30
静岡市民
文化会館
大会議室

講ٛ

「これからのコミュニティ」
伊藤光造 氏

NPO法人くらしまち継承機構
理事長

講ٛ

「老若男女が
担うコミュニティ」
池田恵子 氏

静岡大学教育学部教授

3 11月
11/9（水） 明倫地域まちづくり推進協議会 （ふれあい活動）
11/17（木） チームおもしろ五和駅 （地域活性）
11/20（日） 高町第三日曜市場 （ふれあい活動）

現地

4 12/10
土

演習 「コミュニティ実施計画づくり」
望月誠一郎 氏 地域デザイン研究所長

シズウェル
601

13：00 開会
13：20 事例発表 大平地区におけるコミュニティ活動発表
13：40 歴史文化セミナー 阿野全成と沼津
15：10 見学 阿野全成ゆかりの地
16：30 解散




